
バックエンド関連の技術開発

当社では放射性廃棄物の埋設処分施設建設のための
技術開発を行っています。現場で培った土質工学分
野や施工技術に関する知見を活かしています。

放射性廃棄物の処分施設に使用される粘土材料（ベント
ナイト）の特性データを取得するとともに、施工方法や
施工後の品質確認に関する検討を行っています。

自然界のコンクリーションにより生成される炭酸カ
ルシウムは緻密で長期耐久性を有することから、こ
れを人工的に発生させて、コンクリートのひび割れ
を自己治癒する技術や岩盤の亀裂を充填する技術を
研究開発しています。

孔内載荷試験器にジャイロセンサーを搭載し、異方性
を指標として坑道周辺のEDZを評価するシステムを、
川崎地質㈱と共同開発しました。地下水流動解析では、
長期的な地下水の流動や水位変化を予測・評価し、地
下構造物の設計や長期安全性の検討に活用しています。

地下水流動解析モデル例

①土質系部材
→ベントナイト混合土

②セメント系部材
→コンクリーション

③天然バリア
→岩盤の力学特性
地下水流動解析

透水試験装置 膨潤圧試験装置

吹付ベントナイトの
施工試験

壁際振動転圧の
施工試験

孔内載荷試験機器一式（川崎地質㈱提供）

孔内載荷試験システム

モデルから計算した全水頭差の例
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②
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交換用載荷板

 

「第2回廃炉等に伴う放射性廃棄物の規制に関する検討チーム
会合（平成27年2月12日）資料2-18」を一部編集
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先端医療施設を支える安藤ハザマの技術
～計画から開院まで総合力で対応～

BNCTをはじめとする先端医療施設では、高エネルギー放射線に
対する遮蔽設計に加え、施設の計画から運用までを見据えた放射
線安全管理の知見が不可欠です。当社は、30年以上にわたる遮蔽
技術の開発と放射線安全管理の実務経験を活かし、安全性と合理
性を両立した先端医療施設づくりを支援します。

当社は業界唯一の放射線実験室を保有し、モンテカルロ輸送コー
ド（MCNP、PHITS）を駆使した遮蔽解析、自社開発の中性子遮
蔽材、BIM連携による3次元線量評価まで、先進医療施設建設に
必要な技術を保有しています。
設計から施工まで一気通貫に対応することで、合理的な遮蔽設計
と放射線安全設備計画が可能となり、過剰設計を排除したコスト
最適化を実現します。

中性子遮蔽コンクリートは、
強度や乾燥収縮などのコン
クリートの基本特性を損な
うことなく、放射線の中で
最も取扱の難しい中性子の
遮蔽性能を向上させたコン
クリートです。

ラドフレクシー Nは、中性子発生源から放出される低エネルギー中
性子を効果的に吸収し、周囲の放射化を抑制する中性子吸収材です。

施工上生じる隙間等の
放射線安全検討
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計画段階から開院までの流れ ～総合力でトータルサポート～

遮蔽設計と放射線安全
管理設備の提案

原子力規制庁への
使用許可申請対応

国による放射線施設
検査対応
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顧客視点に立った建物レイアウト
の作成、自社技術の提案

粒子線医療施設の実績

南東北BNCT研究センター（設計施工） 関西BNCT医療センター（施工） 中部国際医療センター陽子線がん治療センター（設計施工）

中性子遮蔽コンクリートの特長
 工業化学製品は一切使用せず、天然岩石のみを使用

 中性子遮蔽性能は普通コンクリートの約1.4倍

 強度・長期耐久性などは普通コンクリートと同等以上
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 コンクリート等の放射化を抑制することによって、空間線量を安
全なレベルに保ち、安心して作業ができる環境を提供します。

 施設解体時には放射性廃棄物の発生量を最小限に抑え、環境への
負荷を低減します。

ラドフレクシー Nの特長

中性子吸収効果
中性子ビームを本材（10mm厚）の上部
から照射し、入射面と透過面に設置した
検出器により透過前後の中性子量を評価

• コンクリート試料の上に本材を設置し
て、中性子ビームを試験体上部から照射

• 照射後、コンクリート試料の放射化によ
り生成した放射性核種 24Na と 56Mn 
を比較。

放射化低減効果

〈中性子吸収試験イメージ〉 〈放射化試験イメージ〉
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※ 株式会社ブリッジスとの共同開発

フレキシブルで湾曲箇所にも設置可能！

シートタイプ

隙間の充填などの狭隘部に！

塗料タイプ

技術研究所 放射線実験室

中性子検出器

試験体

遮蔽実験の様子

遮蔽設計とBIM※との連携
先端医療施設の設計で必須となる放射線
遮蔽設計計算結果をBIMへ取込んで線量
分布を可視化し、検証等を行います。

※BIM：Building Information Modeling
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